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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送局からのテレビジョン放送信号を受信可能な場所に設置され、受信アンテナで受信
した前記テレビジョン放送信号を処理する前置処理手段と、前記前置処理手段から離れた
位置に設置され、前記前置処理手段から出力された処理済みのテレビジョン放送信号が伝
送路を介して供給され、再送信アンテナから前記テレビジョン放送信号の難視聴地域に向
けて再送信される再送信装置とを、有する再送信システムにおいて、
　前記前置処理手段は、異なる複数の異常検出手段を備える電源手段を有し、
　前記前置処理手段には、
　前記複数の検出手段からの異常検出信号が供給され、複数の異常検出信号が同時に供給
された場合、前記複数の異常検出信号のうち１つを予め定めた優先度に従って選択し、既
に出力されている音声情報が不存在の場合、前記選択された異常検出信号に対応する音声
情報をループ出力し、既に出力されている音声情報が存在する場合、出力されている音声
情報の１ループの出力後に前記選択された異常検出信号に対応する音声情報をループ出力
する制御手段と、
　制御手段からループ出力された前記音声情報で、市販の受信手段で受信可能な周波数の
搬送波を変調して無線信号を生成する送信手段とが、
設けられ、前記再送信装置には、前記送信手段からの前記無線信号が前記伝送路を介して
伝送され、伝送された前記無線信号を送信する送信アンテナが設けられている異常報知装
置。
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【請求項２】
　請求項１記載の異常報知装置において、前記送信手段は、前記異常検出信号が前記制御
手段に供給されたときに動作を開始する異常報知装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の異常報知装置において、前記所定周波数は、ＦＭ受信機によっ
て受信可能な周波数であって、前記搬送波の変調はＦＭ変調である異常報知装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、異常報知装置に関し、特に電源手段の異常を音声によって報知するものに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電源手段の異常を音声によって報知するものとしては、例えば特許文献１に開示
されているようなものがある。特許文献１の技術では、屋根等に設置された太陽電池が発
生させた直流電力を、屋根裏等に設置されたパワーコンディショナーが交流電力に変換す
る電源システムにおいて、このシステムの各所に温度センサ、電流センサ、電圧センサな
どの各種検知手段が設けられ、システムの異常をこれらの検知手段で常時監視している。
検知手段が異常を検知すると、異常を検知した旨が居間等に設置された制御部に報告され
る。制御部は、報告された異常の内容を検討して、異常の内容及びその対象を指し示す音
声データを作成し、スピーカから拡声している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１１９８４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような異常報知装置では、１つの家屋の屋根裏にパワーコンディショナーが設置さ
れ、制御部が居間に設置されているので、両者の距離は比較的近く、検知手段からの検知
信号を制御部に伝送することは容易である。しかし、このような異常報知装置を、例えば
山の頂上等に設置されるテレビジョン放送用の再送信装置の電源手段と、この再送信装置
からかなり離れた位置にある監視者の位置に制御部を設けた場合、検出信号を伝送するた
めのケーブルを長い距離にわたって敷設する必要がある。また、検出手段の種類によって
は同時に異常を検出することがある。例えば検出手段として停電検出手段と、電源の出力
電圧の検出手段とを備えている場合、停電が生じたことにより、電源の出力電圧も発生し
ていないので、停電検出手段と出力電圧の検出手段とが同時に異常を検出する。このよう
に同時に複数の異常が生じた場合の対処については、特許文献１はなんら示していない。
【０００５】
　本発明は、離れた位置にケーブルを敷設する必要が無く、しかも複数の異常が生じた場
合に優先度の高い異常について音声出力する異常報知装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の異常報知装置は、再送信システムに使用されている。再送信システム
は、放送局からのテレビジョン放送信号を受信可能な場所に設置され、受信アンテナで受
信した前記テレビジョン放送信号を処理する前置処理手段と、前記前置処理手段から離れ
た位置に設置され、前記前置処理手段から出力された処理済みのテレビジョン放送信号が
伝送路を介して供給され、再送信アンテナから前記テレビジョン放送信号の難視聴地域に
向けて再送信される再送信装置とを、有している。前記前置処理手段は、異なる複数の異
常検出手段を備える電源手段を有している。前記前置処理手段には、制御手段と、送信手
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段とが設けられている。制御手段は、前記複数の検出手段からの異常検出信号が供給され
、複数の異常検出信号が同時に供給された場合、前記複数の異常検出信号のうち１つを予
め定めた優先度に従って選択し、既に出力されている音声情報が不存在の場合、前記選択
された異常検出信号に対応する音声情報をループ出力し、既に出力されている音声情報が
存在する場合、出力されている音声情報の１ループの出力後に前記選択された異常検出信
号に対応する音声情報をループ出力する。送信手段は、制御手段からループ出力された前
記音声情報で、市販の受信手段で受信可能な周波数の搬送波を変調して無線信号を生成す
る。前記再送信装置には、前記送信手段からの前記無線信号が前記伝送路を介して伝送さ
れ、伝送された前記無線信号を送信する送信アンテナが設けられている。
【００１０】
　前記送信手段は、前記異常検出信号が前記制御手段に供給されたときに動作を開始する
ものとできる。このように構成すると、異常が検出されたときのみに、送信手段が動作す
るので、通常時での消費電力を抑えることができる。
【００１１】
　前記所定周波数は、ＦＭ受信機によって受信可能な周波数であって、前記搬送波の変調
はＦＭ変調とすることができる。このように構成すると、専用の受信機を特別に設置する
必要が無く、市販されているＦＭ受信機によって異常が生じていることを知ることができ
る。
【発明の効果】
【００１３】
　以上のように、本発明による異常報知装置によれば、複数の異常が生じた場合に優先度
の高い異常について音声出力することができ、しかもその報知は、異常報知装置の設置場
所から離れた位置でなんら特別の設備を準備しなくても知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による異常報知装置の１実施形態のブロック図である。
【図２】図１の異常報知装置を設けるヘッドアンプ装置と、これと共に使用する再送信装
置とを示す図である。
【図３】図１の異常報知装置において使用するテーブルと記憶レジスタとを示す図である
。
【図４】図１のＣＰＵ１６が行う処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の１実施形態の異常報知装置は、図２に示すように、テレビジョン放送用の再送
信手段、例えば再送信装置２に設けられている。再送信装置２は、テレビジョン放送の難
視聴地域の近傍にある高所、例えば山の近傍の平地に設置されている。この山の頂上には
前置処理手段、例えばヘッドアンプ装置４が設置されている。ヘッドアンプ装置４では、
受信アンテナ５で受信した放送局からのテレビジョン放送信号が増幅等の処理がなされ、
伝送路、例えば同軸ケーブルまたは光ファイバー６を介して再送信装置２に伝送される。
再送信装置２は、伝送されたテレビジョン放送信号等に増幅等の処理をして、これを送信
アンテナ１０によって難視聴地域に向けて再放射する。なお、図２では、ヘッドアンプ装
置４に対して１台の再送信装置２を示したが、ヘッドアンプ装置４に対して分岐分配手段
を介して複数台の再送信装置２が設けられることもある。
【００１６】
　ヘッドアンプ装置４は、図１に示すように、電子機器用の電源手段、例えば電源装置１
２を有している。この電源装置１２は、例えば商用交流電源からの交流電力を整流、平滑
して、直流電力に変換する交流－直流変換ユニットを有し、この交流－直流変換ユニット
からの直流電力をヘッドアンプ装置４の各構成部品に供給している。また、この電源装置
１２は、無停電電源ユニットも備えており、商用交流電源が停電したような場合に、一定
の時間にわたって無停電電源ユニットからヘッドアンプ装置４の各構成部品に直流電力を
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供給する。無停電電源ユニットは、内蔵バッテリー及び外付けバッテリーを備え、さらに
、これら内蔵バッテリー及び外付けバッテリーを、交流－直流変換ユニットから得た直流
電力によって充電するための充電回路も備えている。
【００１７】
　この電源装置１２には、複数、例えば５つの異なる検出手段が設けられている。例えば
無停電電源ユニットが備える内蔵バッテリーに異常が発生しているか否かを検出する内蔵
バッテリー異常検出器Ａが設けられ、無停電電源ユニットが備える外付けバッテリーに異
常が発生しているか否かを検出する外付けバッテリー異常検出器Ｂが設けられている。ま
た、これら内蔵バッテリー及び外付けバッテリーに充電するための充電回路に異常が発生
しているか否かを検出する充電回路異常検出器Ｃが設けられている。また、電源装置１２
の設置場所において停電が発生しているか否かを検出する停電検出器Ｄが設けられている
。更に、交流－直流変換ユニットに異常が発生しているか否かを検出する交流－直流変換
ユニット異常検出器Ｅが設けられている。なお、交流－直流変換ユニットの異常検出器と
しては、出力電圧が予め定めた基準出力電圧よりも低い電圧しか出力していないことを異
常として検出する出力電圧異常検出器や、出力電流が予め定めた基準出力電流よりも低い
電流しか出力していないことを異常として検出する出力電流異常検出器や、入力電圧が予
め定めた基準入力電圧よりも低いことを異常として検出する入力電圧異常検出器や、入力
電流が予め定めた基準入力電流よりも低いことを異常として検出する入力電流異常検出器
を個別に設けることもできる。
【００１８】
　上記の各検出器Ａ乃至Ｅは、それぞれに対応する接点１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ
、１４ｅを有している。これら接点１４ａ乃至１４ｅの一端は、制御手段、例えばＣＰＵ
１６に接続され、他端は、基準電位点、例えば接地電位点に接続されている。そして、各
接点１４ａ乃至１４ｅは、対応する検出器Ａ乃至Ｅが異常を検出していないときオフであ
り、各検出器Ａ乃至Ｅのうち異常を検出したものがあると、その異常を検出した検出器に
対応する接点がオンされる。例えば充電回路異常検出器Ｃが異常を検出すると、接点１４
ｃが閉じられる。これによって、ＣＰＵ１６には、接地電位である異常検出信号が供給さ
れる。
【００１９】
　ＣＰＵ１６には、音声発生手段、例えば音声ＲＯＭ１８が設けられている。音声ＲＯＭ
１８には、各検出器Ａ乃至Ｅが検出した異常を表す音声情報、例えば音声信号が記憶され
ている。例えば、検出器Ａの異常検出に対応して、「内蔵バッテリーに異常が発生してい
ます。」との音声信号が記憶され、検出器Ｂの異常検出に対応して、「外付けバッテリー
に異常が発生しています。」との音声信号が記憶され、検出器Ｃの異常検出に対応して、
「充電回路に異常が発生しています。」との音声信号が記憶され、検出器Ｄの異常検出に
対応して、「設置場所で停電が発生しています。」との音声信号が記憶され、検出器Ｅで
の異常検出に対応して、「交流－直流変換ユニットに異常が発生しています。」との音声
信号が記憶されている。
【００２０】
　ＣＰＵ１６は、後述するように、各接点１４ａ乃至１４ｅのうち閉じられているものの
うち優先度の高いものに対応する音声信号を選択し、送信手段、例えばＦＭ変調ＩＣ２０
に供給する。ＦＭ変調ＩＣ２０は、搬送波を音声信号でＦＭ変調し、そのＦＭ変調信号を
再送信装置２に設けられた送信アンテナ２２に伝送路６を介して供給し、これから送信す
る。このＦＭ変調信号を市販されているＦＭ受信機２４で受信することができる周波数帯
のうち空き周波数とするために、搬送波周波数は、ＣＰＵ１６に接続されている周波数選
択スイッチ２６によって決定される。ＦＭ受信機２４は、例えば再送信装置２が設置され
ている場所から離れた位置にある監視所に設置されている。
【００２１】
　ＣＰＵ１６は、図３（ａ）に示すように、各検出器Ａ乃至Ｅに対する優先度が予め定め
られたテーブルを記憶している。この実施形態では、検出器Ｄによる停電検出が最も優先
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度が高く、検出器Ａによる内蔵バッテリーの異常検出、検出器Ｅによる交流－直流変換ユ
ニットの異常検出、検出器Ｃによる充電回路の異常検出、検出器Ｂによる外付けバッテリ
ーの異常検出の順に優先度が低く設定されている。
【００２２】
　このようにＣＰＵ１６、音声ＲＯＭ１８、ＦＭ変調ＩＣ２０、周波数選択スイッチ２６
によって異常報知装置１１が構成されている。
【００２３】
　ＣＰＵ１６は、例えば図４に示すようなフローチャートに従って処理を行う。この処理
は、各接点１４ａ乃至１４ｅのうちいずれかが閉じられたことにより開始される。この処
理では、まず、各接点１４ａ乃至１４ｅのオン／オフの状態を読み込む（ステップＳ２）
。これによって、例えば図３（ｂ）に示すように、ＣＰＵ１６は各接点１４ａ乃至１４ｅ
のオン／オフ状態を記憶手段、例えばＣＰＵ１６に付属するメモリに記憶する。このとき
、異常の種類によって複数の接点が同時にオンとなることがある。例えば停電が生じると
、交流－直流変換ユニットも出力を発生しないので、停電を検出する検出器Ｄと、交流－
直流変換ユニットの異常を検出する検出器Ｅとが、異常を検出し、接点１４ｄ、１４ｅが
オンとなる。或いは、既に異常が検出されていて、これに加えて新たに異常が検出される
こともある。例えば、先に内蔵バッテリーの異常が検出されている状態において、さらに
充電回路の異常が検出されることがある。
【００２４】
　次に、ＣＰＵ１６は、オンとなっている接点のうち、優先度が最も高いものを、図３（
ａ）に示すテーブルを参照して決定する（ステップＳ４）。例えば、上記のように接点１
４ｄと１４ｅとがオンとなっている場合、優先度が高い接点１４ｄを選択する。なお、オ
ンとなっている接点が１つの場合には、そのオンとなっている接点がそのまま選択される
。
【００２５】
　続いて、既に出力されている音声があるか判断する（ステップＳ６）。この判断の答え
がノーの場合、選択された接点に対応する音声信号をＦＭ変調ＩＣ２０にループ出力し、
即ち繰り返し供給し、同時にＦＭ変調ＩＣ２０を動作させ、音声出力していることを記憶
し、この処理を終了する（ステップＳ８）。周波数選択スイッチ２６によって選択された
周波数の搬送波が選択された音声信号でＦＭ変調されて、ＦＭ変調信号が生成され、この
ＦＭ変調信号が伝送路６を介して再送信装置２に設けた送信アンテナ２２に供給され、こ
の送信アンテナ２２から送信される。今まで、ＦＭ変調信号の生成が行われていない間、
ＦＭ変調ＩＣ２０は動作して無く、初めて音声信号が供給されたときに、ＦＭ変調ＩＣ２
０が動作を開始する。これによって、異常の無いときには、ヘッドアンプ装置４のＦＭ変
調ＩＣ２０では電力が消費されず、ヘッドアンプ装置４の消費電力を抑えることができる
。また、音声信号はループ出力されているので、監視者はＦＭ受信機２４で常に受信して
いる必要が無く、適当な時間をおいてＦＭ受信機２４で受信することによって異常が発生
していることを知ることができる。
【００２６】
　ステップＳ６の判断の答えがイエスの場合、既になんらかの異常を報知するためのＦＭ
変調信号がＦＭ変調ＩＣ２０から出力されているので、現在出力されている音声信号の１
ループの終了後に、選択された接点に対応する音声信号をＦＭ変調ＩＣ２０にループ出力
し、音声出力していることを記憶し（ステップＳ１０）、この処理を終了する。従って、
既になんらかの異常が検知され、その異常に対応する音声信号に基づくＦＭ変調信号が送
信されている状態で、今までの異常よりも優先度の高い異常が発生していると、そのこと
が繰り返し報知される。
【００２７】
　ステップＳ４において選択された接点が、既に選択されている接点と同じものである場
合や、既に選択されている接点よりも優先度が低いものである場合には、ステップＳ１０
では、先に選択された音声信号と同じ音声信号がＦＭ変調ＩＣ２０に供給される。
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【００２８】
　上記の実施形態において、ヘッドアンプ装置４及び再送信装置２にそれぞれ異常報知装
置１１を設け、ヘッドアンプ装置４の異常報知装置１１のＦＭ変調ＩＣ２０の出力を伝送
路６を介して再送信装置２の送信アンテナ２２に供給し、再送信装置２の異常報知装置の
１１のＦＭ変調ＩＣ２０の出力を送信アンテナ２２に供給して、ヘッドアンプ装置４及び
再送信装置２の電源装置の異常を報知するようにすることもできる。この場合、ヘッドア
ンプ装置４のＦＭ変調ＩＣ２０のＦＭ変調信号と再送信装置２のＦＭ変調ＩＣ２０のＦＭ
変調信号との周波数は異ならせる。
 
【００２９】
　上記の実施形態では、ＣＰＵ１６は図４に示すような処理を行ったが、これに限ったも
のではなく、例えば接点１４ａ乃至１４ｅのうちいずれかがオンになるごとに次のような
処理を行うこともできる。即ち、或る接点がオンになると、ステップＳ６のように既に出
力されている音声があるか判断し、その答えがノーの場合、ステップＳ８を実行して、こ
の処理を終了する。ステップＳ６の判断の答えがイエスの場合、既に出力されている音声
信号に対応する接点よりも、今回オンされた接点の優先度が高いか判断し、その答えがイ
エスの場合には、今回オンされた接点に対応する音声信号をＦＭ変調ＩＣ２０に供給して
ステップＳ１０と同様な処理をし、ノーの場合には、そのまま処理を終了する。
【符号の説明】
【００３０】
　１２　電源装置（電源手段）
　１６　ＣＰＵ（制御手段）
　２０　ＦＭ変調ＩＣ（送信手段）
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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